
 

 

 

 

 

 

キッズルームこっこ保育園防災の手引き 

～保護者の皆様へ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キッズルームこっこ保育園 



はじめに 

 

平成２３年３月１１日午後に発生した「東日本大地震」は、 

予測していた規模を大きく上回る災害をもたらしました。 

 このことは各方面に多くの教訓と防災計画の見直しをす

るに至るきっかけとなりました。 

 私たちの生活の場である府中市は「東海沖地震」が発生し

たときにはその影響を受ける地域です。 

 そこで、日頃から発生に対応できるよう、保育園での避難、 

保護者の方々への円滑・柔軟な引き渡し、連絡体制などにつ

いての手引きを作成いたしました。地震発生の際、または警

戒宣言が発令された際に、この手引きをご利用下さい。 
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１． 大地震が発生したら… 

（１） こどもの避難 

 地震が発生した場合、保育園としての第１避難場所は園内です。しかし

園から避難する必要がある場合は以下の広域避難場所に避難します。 

 

第１広域避難場所    白糸台文化センター 

第２広域避難場所    府中市立第４小学校 

 

 

（２） 避難方法 

◎保育園内にいるとき 

震災時 

    ・乳幼児を大勢連れ出すことは、かえって危険を伴うことがあります。状況を判 

    断し、できるだけ保育園内にとどまります。 

   ・落下物を避け、机の下など安全な場所に避難します。ゆれがおさまったら、園 

    内の非常口付近の安全な場所に移動します 

・こどもが眠っているときは毛布や布団をかぶせ落下物を防ぎます。 

・戸をあけて避難口をつくります。 

・介助の必要な乳幼児については職員が背負う等安全に避難させます。 

・ピアノや照明等倒れやすい物からから遠ざけます。 

J アラート（緊急避難速報）発令時 

・窓から離れ室内の中央に集まります。 

・体制を低くします。 

   ◎公園など野外では 

    震災時 

   ・地面の亀裂、隆起、陥没に注意します。 

   ・壁や建物から離れるようにします。 

   ・散歩中は安全な場所を確認し人数を確認後、ゆれがおさまるまで、一箇所にと 

    どまります。 

   ・垂れ下がっている電線や倒れた樹木には触れないように注意をします。 

   ・周辺の状況を判断し、園に戻るか、広域避難場所へ移動します。 

    J アラート（緊急避難速報）発令時 

   ・まとまって体制を低くします。 

   ・北西の壁のそばに隠れます。 

   ・近くの鉄筋またはコンクリート製の建物内に避難します。 



◎避難場所の確認は 

   ・災害時は被害と混乱が予想されます。保育園以外に避難している場合は災害ダ 

    イヤルにも可能な限り伝言を残しますが、連絡がつかない場合は１階ドアに 

    避難場所を掲示しておきますので、確認後お迎えにいらしてください。 

 

（３） 送迎のとき 

   ・途中で災害が発生したら、まず、安全な場所に避難して下さい。 

   ・看板・ガラス・電線・外壁などの落下物に注意して下さい。倒れる危険のある 

    ものには近寄らないようにして下さい。 

   ・倒れた家屋等が道路をふさいでいることもあります。自動車は使わないように 

    しましょう。 

 

（４） 保育の再開 

   ・地震のおさまった後、安全が確保できる状況を確認した時点で、保育を再開 

    致します。本来の保育に戻るまではかなりの期間を要する場合もあります。 

   ・保育の再開については１階ドアに掲示してお知らせします。 

 

（５） 日頃からの心がまえ 

 ・ご家族の皆さんで、災害に備えての連絡方法や準備するもの、お迎えの手段に 

  ついて話し合っておかれると安心です。 

 

２． 警戒宣言が発令されたら… 

    大規模な地震発生が予測される場合、国が「警戒宣言」を発令し、テレビやラ 

   ジオなどで国民に知らせます。区市町村は東京都からの連絡をうけ、市民に知ら 

   せます。 

    保育園は子ども家庭部保育課から連絡を受け、警戒体制となります。 

   ◎警戒宣言がでたら 

    ・できるだけ早いお迎えをお願い致します。 

   ◎お子様の引き渡し 

    ・災害時・警戒宣言時は通常の連絡手段（電話やメール等）の使用は不可能に 

     なりますので自主的にお迎えにいらしてください。 

    ・お子様を保護者の皆さまに引き渡すまでは園が責任をもって保護いたします。 

    ・お迎えにいらしたときは必ず担当の保育士に声をかけてください。 

    ・交通事情により保護者の方のお迎えが遅れることも予測されます。最後ま 

     で園内や広域避難場所で保護いたしますので、安心してお迎えにいらしてく 

     ださい。 

    ・警戒宣言発令時も災害時と同様できるだけ自動車の利用はご遠慮願います。 



３． 警戒宣言が解除されたら… 

・園内外の安全を確認したら、保育を再開します。 

・一旦引き取りをしたお子様についても再保育の必要な方については再度の受 

 け入れをいたします。 

 

４．保育園の耐震について 

・キッズルームこっこ保育園は平成２１年に建築された建物です。 

 耐震強度は直下型地震震度７の場合弱亀裂という強度です。 

（ところどころ細い亀裂が入る程度） 

・震災が発生した場合一度は外部に避難しますが、園内が安全と判断した場合 

 園内で安全確保しお迎えまで保育を継続します。 

・園内は園児全員が３日間生活できる分量の備蓄物品を備えています。 

 

 

 

ご不明な点は事前に園までお問い合せ下さい。 


